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履修年度 2019

講義コード 7B400

授業科目 最適化理論

Course Optimization Theory

担当教員 伊達　章／池田　諭

Instructor DATE Akira／IKEDA Satoshi

授業形態 講義

単位 2

対象学年 ３年

開講日 前期 火曜日 ３・４時限

ナンバリングコード 330（発展・総合）

キーワード

授業概要

（教育目的）

本科目は2部構成されており、前半では、サービス窓口や通信回路などにおいて、どれくらいの順番待ちができるかを予想し、客の要望に素早く対
応できるシステムの設計手法について説明し、 後半では、機械学習において必要とされる最適化手法の原理と計算法について説明する。

（授業形態）講義形式

JABEEプログラムの位置づけ

育成する資質・能力（ディプロマ・ポリシーとの関連）

資質・能力 説明

人間性・社会性・国際性
　多文化・異文化理解：　１．問題を環境，人間，文化，社会，国際関係などの側面から多面的にとらえるこ
とができる。
　倫理観：　２．工学技術者が社会に及ぼす影響や技術者としての倫理的責任を理解できる。

主体的に学ぶ力
　主体的に学ぶ力：　１０．情報技術の進化に対応していくために、主体的かつ継続的な学習の必要性を理解
できる。

コミュニケーション能力
　自己表現力：　８．自分の考えを伝え相手の考えを理解するための、日本語による論理的な記述、プレゼン
テーション及び討議を行うことができる。
　英語力：　９．英語による情報を理解し，基礎的なコミュニケーションを行うことができる。

課題発見・解決力

　課題解決力：　７．問題を分析し、モデル化を行うとともに、プログラムをデザインし、実装し、評価する
ことができる。
　計画性：　１１．与えられた制約の下で課題を解決するために、計画的にその課題に取り組むことができる
　協調性：　１２．チームとして目標を共有し，コミュニケーションを図りつつ問題解決に取り組むことがで
きる

知識・技能

　理工系基礎知識：　３．数学及び情報科学の理論の基礎を理解し、情報工学の様々な問題に応用することが
できる
＊情報工学の専門知識：　４．情報工学に必要な、数学及び情報科学の諸理論を習得し、それらを応用するこ
とができる。
　コンピュータの利用技術：　６．問題を解決するために、既存のアプリケーションソフトを利用できかつ自
らプログラムを作成することができる

学習目標

身につける資質・能力

(a) 待ち行列の表記方法を正しく理解している 

(b) 典型的な待ち行列のモデルを理解し、現実の問題に適用できる 

(c) 機械学習の基礎を学ぶために必要な確率と最適化の知識を身につける

授業計画

回数 日時 授業内容・方法 授業時間外の学修 備考

第1回 4月9日（火）
講義の概要
担当：池田

講義の復習
演習問題の復習

第2回 4月16日（火）
待ち行列の具体例と特徴付け
担当：池田

講義の予習・復習
演習問題の復習

第3回 4月23日（火）
待ち行列M/M/1の評価指標
担当：池田

講義の予習・復習
演習問題の復習
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授業計画

回数 日時 授業内容・方法 授業時間外の学修 備考

第4回 5月14日（火）
M/M/1の応用（１）
リトルの公式と在庫管理
担当：池田

講義の予習・復習
演習問題の復習

第5回 5月21日（火）
M/M/1の応用（２）
かんばん方式の待ち行列モデル
担当：池田

講義の予習・復習
演習問題の復習

第6回 5月28日（火）
そのほかの待ち行列モデル
担当：池田

講義の予習・復習
演習問題の復習

第7回 6月4日（火）
前半のまとめ
担当：池田

講義の予習・復習
演習問題の復習

第8回 6月11日（火）
中間試験
担当：池田

講義の復習
演習問題の復習
中間試験の復習

第9回 6月18日（火）
ベイズ計算の基礎（１）
担当：伊達

速修 確率統計
速修 正規分布

第10回 6月25日（火）
ベイズ計算の基礎（２）
担当：伊達

速修 確率統計
速修 正規分布

第11回 7月2日（火）
事後確率最大化
担当：伊達

速修 Python

第12回 7月9日（火）
動的計画法
担当：伊達

「レポート課題:隠れマ
ルコフモデル」プリント

第13回 7月16日（火）
口頭試問・コード作成
担当：伊達

「レポート課題:隠れマ
ルコフモデル」プリント

第14回 7月23日（火）
口頭試問・コード作成
担当：伊達

「レポート課題:隠れマ
ルコフモデル」プリント

第15回 7月30日（火）
まとめ
担当：伊達

（これはあくまで予定であって、変更の可能性があります）

成績評価方法

評価手段 実施内容 評価比率 学習目標との対応

（前半）試験・演習課題
（後半）口頭試問・レポート

（前半・後半）講義項目すべて
（前半）50％
（後半）50%

（前半）(a)(b)
（後半）(c）

成績評価基準

標準成績評価基準は、下記の評語と評点により、秀、優、良、可を合格とし、不可は不合格とする。

  秀： 評点９０点以上（到達目標を特に優秀な水準で達成している）
  優： 評点８０〜８９点（到達目標を優秀な水準で達成している）
  良： 評点７０〜７９点（到達目標を良好に達成している）
  可： 評点６０〜６９点（到達目標の必要最低限は達成している）
  不可： 評点６０点未満（到達目標の必要最低限を達成していない）

教材

特になし

教科書

ISBN 書名 著者 出版社 価格

参考書

ISBN 書名 著者 出版社 価格

参考URL

サイト名 URL

参考資料
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オフィスアワー

木曜日16：30−１７：３０

関連する授業科目

アルゴリズムとデータ構造、確率・統計

履修上の注意

【事前学習・事後学習等の内容と時間】

１）授業内容を理解するために講義の最後に課題を出します。
２）講義資料は事前に配布するので予習をしておくこと。
なお，上記のために平均で１回の授業につき３時間程度の学習時間が必要である。


